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第６回国際成人教育会議のための国内「草の根会議」第２回運営委員会

2009/03/31 於 法政大学 議題・司会 荒井  記録  

議題 

１. 報告 『市民社会レポ-ト』原稿収集状況にもとづく再構成  

――＜新構成＞――――――――――――――――――――――― 
はじめに                （社全協 荒井） 要修正・校正 
Ⅰ 総論 
１. 日本社会のここ十数年の概況（荒井）        完成・要校正 
２. 日本における「成人教育」「社会教育」概念－「成人教育」という枠組みに関して 

（常葉－布施、前平） 
３. ここ十数年の成人教育・社会教育施策の特徴（荒井） ほぼ完成－要追記・校正 
       （博物館への言及 要追記） 
～２と３を合わせる形で再構成～ 
Ⅱ 各論 
〔１〕タイトル→ 
１. 公民館（社全協 荒井）             ほぼ完成 要校正 
２. 図書館（日本図書館協会 山口・小林・高橋） 
３. 高等教育と成人教育（山本健滋、ほか－要 常葉-布施さん原稿取りまとめ） 
４. 社会教育関係職員の養成・任採用・研修について 
    ―社養協の取り組みからの提言―（社養協 三輪・佐藤）      
〔２〕タイトル→ 
５. 平和のための学習 1980年代以降の歩みと課題（社全協 谷岡） 
６. 「健康学習」に関する動き（社全協 松下拡）－荒井担当 

  ワ－プロ化中（要校正） 
７. 識字教育 （日本社会教育学会 森）－布施担当 補足依頼に返事なし 
U８. 夜間中学 （全国夜間中学研究会－関本）－布施担当 執筆中 
９. 環境教育 →EDSに改めて、常葉-布施→小栗（鹿児島大）－未着 
１０. 開発教育と社会教育・成人教育（開発教育協会  湯本） 
１１. 開発途上国における我が国の成人識字教育協力の現状と課題 

（教育支援国際 NGO 小荒井・三宅（ｼｬﾝﾃｨ･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ会）） 
〔３〕タイトル→ 
１２. 女性の学習とジェンダ－の視点からみた日本の社会教育政策・実践（社全協 中藤） 
１３. 労働者の学習 
１３.1. 労働者の学習（社全協 大串→荒井による原稿化検討中） 
１３.2. 企業内教育（野口 ｱｲﾙ人材開発研総）  
１３.3. 労働者の教育のための政府支援（野口 ｱｲﾙ人材開発研総）  
１４. 移民労働者・民族的マイノリティの教育の現状と課題 

（日本社会教育学会 野元・日本語フォ-ラム全国ネット 横山・ 
   少数民族懇談会  清水）－要追記・校正（野元）  

１５. 障害をもつ人への学習文化支援の取り組みと課題（社全協 小林繁） 
１６. 高齢者の学習（日本社会教育学会 堀）修正中－常葉-布施さん担当 
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Ⅲ 「草の根会議」メンバー諸団体の紹介 
日本公民館学会（手打） 
日本図書館協会（松岡） 
全国社会教育職員養成協議会（平川） 
日本社会教育学会（布施） 
 
社会教育推進全国協議会－これから（荒井） 
『月刊社会教育』－これから（荒井） 
 
 

２. 本日の検討事項 今後の予定 

 
１ 全体の原稿まとめ・回覧開始期限   

（団体紹介記事も含め）     案 4月 3日まで（4月 5-6日で整形） 荒井 
２ 意見聴取期限           案 4月 6日まで           荒井 
３ 意見聴取後の修正・入校期限（印刷）案 4月９日印刷（完成は 4月 8日まで）荒井 
 
４ 文科省との意見交換会 段取り 
   「提言」作成など 
５ 英訳の段取り   
   期限 
   集約方法 
６ UILへの送付の段取り  送付期限は・・・ 
７ べレンでの配布方法 
８ 本会議参加者の会場での活動連携など 
９ 本会議後の活動 
 
１０ 次回「草の根会議」第５回会合または運営委員会第３回の予定 


